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	１．本研究のポイント
	３．研究内容・成果
	本研究グループはまず、動きと色の曖昧さを同時に操作できる視覚刺激を作成しました（図B）。この刺激では、画面に緑色と橙色の小さい点がいくつか提示され、それぞれの点はランダムに動きます。緑と橙の点の割合と、動きのランダムさを独立に操作して、色と動きの曖昧さを別々に変化させました。そして、ヒト被験者は、指示に従って、画面全体の点の動き（上・下）または色（緑・橙）のどちらかを判別しました（図C）。このとき、判別の基準が「色」から「動き」、または「動き」から「色」に変わるときを「切り替え」とよびます。これら...
	切り替えが起こると、左の前頭前野の活動が大きくなりました（図D）。また、動きと色が曖昧になって知覚の不確かさが強くなると、右の前頭前野の活動が大きくなりました。一方で、後頭側頭皮質にある、中側頭領域と腹側視覚複合領域は、それぞれ、色と動きを判別しているときに活動が大きくなりました。これらの領域の脳活動には、切り替え時に、動きと色のどちらを判別しているかという情報が多く含まれていました。そして、判別する情報の不確かさが増大すると、切り替えに関連する左の前頭前野と、動き・色の判別に関連する後頭側頭皮質...
	４．今後の展開

